
様式第３号 

 

活動実績報告書 

 
 林野庁長官 殿 

                                            令和６年１２月２日  

 

登録番号   20240513    

 
  氏  名  國井 清嗣郎   
 

森林総合監理士登録・公開の運用について（平成 26 年４月１日付け 25 林整研

第 268 号林野庁長官通知）第３の２の規定に基づき下記の期間における活動実

績を報告します。 
 

令和５年４月  ～  令和６年３月 
 
   （活動の内容） 
 
テーマ：森林整備の継続的実施及び拡大に向けた取組 

（市町村職員のスキルアップと森林組合の体力アップ） 
 
(１)業務の概要 
○北海道石狩地域では、特に、意向調査などによる森林所有者への対応や、森林施業が長年
停滞している人工林の混交林化など、細かな林況把握に時間を要し、森林整備の必要性の
判断に苦慮している。 

○また、７齢級以上の人工林で、過去３０年以上、森林施業が実施されていない林分に係る
衛星写真判読では、カラマツ全体の２割、トドマツ全体の１割が手入れの必要な未整備森
林であると推察している。 

○これらを踏まえ、整備対象森林の林況把握に係る知識・技術の向上を目標に、各関係機関
と連携し、市町村職員等技術力向上支援研修（以下、技術力向上研修）の開催や、市町村
森林整備計画実行管理推進チーム（以下、実行管理推進チーム）の取組などを通じた指導
・支援を実施した。 

 
(２)当該業務を挙げた理由 
森林経営計画や森林経営管理制度を活用した森林整備の継続的実施を実現するためには、

地域関係者から聞き取った意見を取り入れつつ、市町村や森林組合等を技術面から支援して
いくことが、森林総合監理士として最優先に取り組むべき活動と認識しているため。 
 
(３)当該業務における立場と役割 
林業普及指導員の立場から、市町村が運営主体である実行管理推進チームの取組などを通

じた技術面からの指導・支援や、市町村・森林組合職員等を対象とした技術力向上研修に係
る企画・運営等のコーディネートを行った。 
 
(４)当該業務における具体的な連携者及びその者との関係 
○市町村⇒実行管理推進チームの取組などを通じた森林法に規定される森林・林業行政に 

係る連携 
○森林組合（森林施業プランナー）⇒森林所有者への提案型集約化施業の推進や、森林経営

計画の作成・実行管理に係る連携 
○指導林家⇒技術力向上研修に係る講師など、普及指導活動のパートナーとして連携 
○森林管理署（森林総合監理士）⇒国有林が蓄積してきた施業技術や木材販売等に関する 

知見の情報共有など、市町村支援に係る連携 



 
(５)当該業務を進める上での課題及び問題点 
○札幌市を含む８市町村で構成される石狩地域の森林形態は、木材生産主体の北部地域と環
境保全主体の南部地域の大きく２つに特色が分かれる。また、江別市、恵庭市、新篠津村
などの都市近郊農村地域は防風林が主体で、そのほとんどが保安林として維持・管理され
ている。 

○森林経営管理制度を活用した森林整備は、札幌市と千歳市で先行実施されている一方、森
林経営計画の認定率は全道平均を下回る５割程度となっており、造林補助制度を活用した
森林整備の実施は４市１町に留まっている。 

○市町村職員は、林務以外の分野を兼務し、３～５年程度で異動する状況となっている。業
務経験の積み重ねが難しく、森林経営管理制度や森林環境譲与税など、増加する実務に苦
慮している。 

○森林組合では、高性能林業機械の充実やＩＣＴ機器の導入など、木材生産主体の地域を中
心に事業の効率化が進んでいる。また、都市圏の利点を活かした多角経営など、それぞれ
の森林組合で地域特性に応じた事業を展開している。一方、森林整備を担う人材の育成な
ど、経営基盤の強化を模索している現状にある。 

 
(６)当該業務において行った森林総合監理士の視点からの活動（提案や指導助言等の内容） 
①森林整備に係る基礎的知識・技術の習得、②ＩＣＴ等先進技術に関する知識等の習得、

③森林経営管理制度による円滑な森林整備の取組に視点を置き、各関係機関と連携し、技術
力向上研修の開催や、実行管理推進チームの取組などを通じた指導・支援を実施した。 
 
①森林整備に係る基礎的知識・技術の習得 
○防風林整備に係る現地調査 

都市近郊農村地域における防風林の高齢化が課題となっており、間伐や再造林など、隣
接する農地所有者への対応を踏まえた森林整備方法を模索。一方、市町村職員の業務経験
が数年と短い状況にあることから、間伐ボランティア団体と連携した防風林整備の実施に
当たり、標準地調査、間伐の実施方法、間伐木の選定方法に係る指導・支援を実施。 

○防風林更新に係る知識習得 
国有防風林における更新方法や、低木性樹種など更新樹種の選定、更新木の素材販売方

法に関する知識を深めるため、森林管理署の協力を得ながら、防風林更新に係る指導・支
援を実施。 

○ＱＧＩＳ操作ミニ研修 
森林組合職員等を対象に、基本操作、図面作成、活用事例の３本立てで実施。事務の効

率化を進める上で、操作性の良いＧＩＳソフトの活用は必要不可欠となっているが、ＱＧ
ＩＳの活用が一部職員に留まっている現状を改善したいとの要望を受け、当別町森林組合
で実施。 

○森林経営計画作成・管理支援 
北広島市担当者が新規採用職員だったことから、時間を掛けて、より丁寧な個別支援を

実施。システム操作等に携わっている実務年数が担当者によって異なることから、それぞ
れの実情に応じ、個別により指導・支援を実施。 

○市町村有林整備等先進地視察研修 
当別町担当者からの相談をきっかけに、本取組に活かせるのではと考え、私自身が役場

勤務経験のあった日高管内平取町で、自治体や森林組合との意見交換メインの研修を企
画。研修では、平取町役場と沙流川森林組合から取組事例を紹介してもらった後、それぞ
れテーマを設け、出席者参加型の意見交換を軸に司会進行。その結果、市町村有林の適切
な森林整備に必要なノウハウや、搬出間伐に対する森林所有者の理解を図る取組過程な
ど、貴重な情報を直接聞き取ることに成功。 

 
②ＩＣＴ等先進技術に関する知識等の習得 
○ＲＴＫ測量＆Ｍａｐｒｙ調査技術研修 

札幌市担当者からの要望を受け、森林調査業務をスマート化するアイテムの一つとし
て、効率的な林況把握に大きな期待を寄せていることから、機器操作に詳しい専門家らに
も講師をお願いし、技術力向上研修として実施。 

 



○ＵＡＶ（ドローン）活用技術研修 
石狩市森林組合がＬｉＤＡＲ搭載ＵＡＶを購入したことをきっかけに、森林組合担当者

にも講師をお願いし、技術力向上研修として実施。内容は、調査手法の実演、性能と活用
事例、安全飛行に係る各種法令等、オルソ画像の仕組みの４本立てで実施。なお、市町村
等からの要望に応じ、ドローン操作ミニ研修も実施しており、現場での実用化に向け、引
き続き、関連する研修を実施。 

 
③森林経営管理制度による円滑な森林整備の取組 
○林況把握・森林整備方針の検討 

北広島市では、意向調査結果を踏まえ、森林経営計画作成による森林整備の実施に向け、
森林所有者に施業提案するため、地域関係者とドローン等により林況把握しながら、今後
の整備方針等について検討。 

○森林整備の必要性の検討 
札幌市では、実行管理推進チームの枠組みを活用し、人工林の混交林化に向けた森林整

備の要否の判断基準に関する現地検討会を開催。森林整備の必要性について、構成員それ
ぞれの経験や感覚を頼りに１０段階評価を実施し、評価理由について活発な意見交換を 
実施。 

○森林経営管理制度等研修 
  本制度を活用した森林整備を先行実施している千歳市、札幌市担当者らにも講師をお願
いし、技術力向上研修として実施。内容は、経営管理権集積計画モデル団地の見学、両市
における森林経営管理制度の取組と考察、不明森林所有者への対応など各関係機関からの
情報提供の３本立てで実施。 

 
(７)活動による成果と改善点（または期待する効果） 
○標準地調査や間伐・更新の方法など、担当者の経験年数に応じた指導・支援により、森林
・林業に関する基礎的知識・技術の向上を図ることができた。 

○ＱＧＩＳ操作ミニ研修やシステム操作等に関する指導・支援により、事務の効率化につな
がる知識・技術の向上を図ることができた。 

○先進地視察研修により、類似する課題を抱える管外の自治体や森林組合との意見交換メイ
ンの研修により、地域関係者同士の情報交換・連携を促進する機会をつくることができた。 

○ＲＴＫ測量やＭａｐｒｙ調査技術、ドローン活用技術など、近年注目されている技術に関
連した研修により、スマート林業の定着に向けたＩＣＴ等先進技術に関する知識等の向上
を図ることができた。 

○道では、森林経営計画作成による森林整備を基本としている一方、森林経営管理制度を活
用した森林整備に当たり、自治体として住民の理解が得られる説明ができるかなど、森林
整備の必要性の判断に必要な具体的な情報を共有することができた。 

○こうした取組により、これまで森林整備の実施が小規模に留まっていた地域で、継続的実
施及び拡大に向けた動きが見られる。 
✔札幌市⇒高齢人工林の更新に向け、市有林の立木販売事業を本格スタート 
✔札幌市・千歳市⇒各市２例目となる森林経営管理制度を活用した森林整備を計画 
✔北広島市・当別町森林組合⇒意向調査結果を踏まえ、森林経営計画作成による森林整備

を検討 
✔千歳市森林組合⇒千歳市内の山林を取得し、森林経営計画作成による森林整備を計画 

○これらの動きが着実な森林整備へと結び付き、市町村や森林組合で実績・経験が蓄積され
る波及効果により、継続的実施及び拡大につながることを期待している。 

○地域関係者からの要望を踏まえつつ、次のステップとして、施業集約化、路網整備、低コ
スト化、低密度植栽、立木評価、事業費積算など、森林施業に係る知識・技術の向上を目
標に本取組を進展させたいと考えており、さらなる市町村職員のスキルアップと森林組合
の体力アップの一助になればと考えている。 

【利用目的】 

私は活動実績報告書（以下「報告書」という。）に記載し提出する個人情報について、以下に規定され

ている利用目的について確認し、同意します。 

 

  ←同意した場合は✓を記入して下さい。 

 



１ 報告書は、林野庁ホームページに公開し、森林総合監理士の活動実績を紹介するために利用するも

のとする。 

２ １のうち、市町村及び地域の林業関係者への典型的な技術的支援の事例については、事例紹介の資

料として公開するために利用するものとする。 

 

【注意事項】 

１ 活動実績は、直近の過去３年間に、森林総合監理士としての活動に関連していると考えられる、又は

森林総合監理士として取り組んだ具体的な活動内容を記載してください。 

２ 報告書は、Ａ４としてください。 
３ この報告書は、林野庁ホームページに掲載しますので、見やすさ読みやすさ、個人の特定等、公開に

差し障りのある表現にもご配慮ください。 

４ 利用目的に☑が記されていない届出書については無効とし、廃棄します。 


